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４
月
１
２
日
、
午
後
一
一
時
、
日
大
法
学
部
、
経
済
学
部
校
舎
０
‐
奪
還
を
叫
ぶ
日

大
全
共
斗
一
派
約
百
名
（
内
二
十
ｆ
ヽ
三
十
ヘ
ル
メ
ヅ
ト
で
武
装
）
が
明
大
学
生

会
館
前
で
集
会
・
デ
モ
を
行
な
い
、
と
れ
を
「
規
制
』
し
よ
う
と
し
た
機
動
隊

約
三
百
名
と
「
衝
突
」
し
た
、
機
動
隊
Ｋ
制
圧
さ
れ
た
臼
大
全
共
斗
一
派
の
一

部
は
か
ね
て
か
ら
不
法
呪
逗
留
し
て
い
た
学
生
会
館
Ｋ
逃
げ
込
み
明
大
Ｋ
巣
喰
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ど
に
そ
粉
砕
し
よ
う
。
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一
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ｌ
　
政
．
辱
防
民
竟
に
泳
が
き
れ
、
大
学
ｏ
自
治
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
ー

　
　
耶
暴
力
学
生
集
団
を
糾
弾
す
る
／

－
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－

十
二
日
の
機
動
隊
の
暴
挙
は
、
日
大
全
共
斗
一
派
０
挑
発
と
、
か
ね
て
よ
り

砥
は
か
ね
て
か
ら
Ｋ
‐
Ｓ

ｔ
９
ｓ
し
て
い
た
厚
生
会
館
Ｋ
退
け
込
み
明
大
Ｋ
巣
喰
　
こ
れ
ら
日
大
全
典
俘
一
派
な
ど
他
大
学
の
暴
力
学
生
集
団
を
学
生
会
館
内
Ｋ
引

う
一
部
暴
力
集
団
と
共
Ｋ
学
生
会
館
の
内
外
か
ら
投
石
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
Ｋ
　
き
入
れ
、
民
王
的
な
サ
ー
タ
ル
部
員
や
学
生
を
暴
力
的
Ｋ
排
除
し
、
学
生
会
館

対
し
機
動
隊
は
学
生
会
館
Ｋ
催
涙
弾
を
打
ち
込
み
、
新
旧
学
生
会
館
へ
（
大
学
　
を
私
物
化
し
て
い
る
学
生
会
、
デ
″
チ
上
げ
学
拉
会
Ｋ
巣
喰
う
一
部
暴
力
学
生

当
局
Ｋ
も
無
通
告
で
）
乱
入
し
、
「
全
員
検
挙
」
を
叫
び
サ
ー
タ
ル
室
等
す
べ
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て
の
部
屋
Ｋ
か
し
入
り
事
件
Ｋ
全
く
関
係
の
な
い
学
生
も
含
め
て
酉
二
十
数
名

も
の
学
生
を
検
挙
す
る
と
い
う
暴
挙
を
強
行
し
た
。
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2
.
　
機
動
隊
０
学
内
乱
入
、
不
当
檀
捕
Ｋ
断
固
抗
議
し
、
政
府
自
民
党
Ｋ

　
よ
る
大
学
自
治
破
壊
０
陰
謀
を
粉
砕
し
よ
う
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集
団
の
旨
勤
に
ょ
っ
て
誘
発
き
れ
た
も
０
で
６
る
。
こ
れ
ら
暴
力
学
宅
集
団
は

東
大
斗
争
Ｋ
訟
け
る
二
月
十
八
日
、
十
九
日
ｏ
安
田
講
堂
「
攻
防
歌
」
Ｋ
見
ら

れ
る
よ
う
Ｋ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
Ｋ
大
々
的
に
報
道
き
れ
、
一
部
の

ジ
々
ー
ナ
リ
ズ
ム
ｏ
中
で
は
英
雄
視
す
る
よ
り
痙
も
ｏ
ｌ
で
出
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
白
昼
堂
ダ
と
機
動
隊
ｏ
借
を
竹
や
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
デ
モ
し
安
田
講

堂
に
入
っ
て
い
っ
た
事
実
、
警
察
ｏ
検
問
０
前
で
武
器
を
運
び
な
が
ら
、
全
く

取
り
締
ま
り
も
き
れ
ず
、
彼
等
の
な
す
が
唾
ま
Ｋ
み
す
ご
乖
れ
て
き
た
事
実
な

こ
れ
ら
警
察
機
動
隊
ｏ
学
内
乱
入
、
及
び
学
生
ｏ
建
捕
は
全
く
不
当
忿
も
ｏ
　
ど
は
ｔ
く
報
道
１
れ
な
か
っ
た
ｏ
そ
京
都
大
学
に
暴
カ
学
佐
集
団
が
侵
入
し

り
り
許
し
が
た
い
暴
挙
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
警
雅
０
暴
挙
Ｋ
対
し
、
満
　
よ
う
と
し
ヽ
五
千
若
心
学
生
、
胞
主
、
齢
職
員
Ｋ
阻
‐
に
さ
れ
、
路
上
で
暴
れ
回

Ｑ
怒
む
を
こ
め
て
糾
弾
し
厳
重
Ｋ
抗
議
す
る
警
視
庁
、
’
神
田
’
警
察
署
Ｋ
あ
ら
　
っ
て
い
た
と
ｔ
京
大
当
局
ｏ
甕
徘
か
あ
っ
た
Ｋ
も
か
か
が
ら
ず
ヽ
警
察
当
局

心
方
法
で
断
固
抗
議
し
よ
う
。
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十
　
　
　
　
眼
「
学
内
に
誓
言
を
入
れ
さ
せ
ろ
」
と
漕
求
し
て
断
わ
ら
れ
た
こ
と
を
ー
理
由
Ｋ

で
あ
り
許
し
が
た
い
暴
挙
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
警
察
０
暴
挙
Ｋ
対
し
、
満

身
０
怒
む
を
こ
め
て
糾
弾
し
厳
重
Ｋ
抗
議
す
る
警
視
庁
、
神
田
警
察
署
Ｋ
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
断
固
抗
議
し
よ
う
。

　
機
動
隊
が
学
内
に
乱
入
し
た
こ
と
は
、
政
府
自
民
党
が
致
育
学
問
内
容
０
専

劇
的
支
配
．
と
大
学
の
自
治
破
壊
を
狙
い
、
暴
力
学
生
集
団
の
蛮
行
を
利
府
し
つ

つ
、
大
学
を
機
動
隊
ｏ
支
配
の
下
Ｋ
知
こ
う
と
す
↓
中
教
申
即
間
接
が
の
具
体

的
な
６
ら
わ
れ
で
心
る
ｏ
そ
し
て
、
気
大
、
立
命
館
、
法
政
、
甲
矢
、
各
大
学

に
訟
け
る
機
動
隊
ｏ
一
方
的
学
内
乱
入
と
同
一
〇
意
図
を
も
っ
た
も
ｏ
で
ぶ
り
、
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大
学
自
治
と
民
主
主
義
と
真
向
か
ら
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
ｏ
、

　
現
在
、
政
府
自
民
党
は
中
散
申
申
聞
報
告
に
も
と
ず
く
「
大
学
秩
序
回
復
臨

時
措
置
法
」
、
「
大
学
管
理
法
」
０
制
定
を
奉
謝
し
す
で
に
各
大
学
で
そ
の
実

弱
化
が
具
体
的
Ｋ
＆
ら
わ
れ
て
ヤ
心
。
こ
れ
は
ま
き
Ｋ
「
治
安
維
持
法
」
ｏ
学

質
的
改
悪
、
民
主
主
義
破
壊
０
突
破
口
Ｋ
し
よ
う
と
し
て
い
る
ｏ
ま
た
、
政
府

自
民
党
は
イ
ニ
シ
ア
で
国
会
解
散
、
総
選
挙
心
持
ち
込
み
概
と
か
国
民
の
票
と

議
席
を
か
す
め
と
わ
、
「
ド
ゴ
ー
ル
ｏ
道
」
を
再
現
し
よ
う
と
必
死
Ｋ
な
っ
て

い
る
ｏ
こ
う
し
て
「
大
学
問
題
」
は
今
や
当
面
の
政
局
の
焦
点
と
な
っ
て
訟
り
、
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一
時
間
以
上
も
筆
力
学
生
集
滋
ｏ
暴
行
を
，
良
医
し
て
’
い
る
ノ
こ
の
ょ
ケ
Ｋ
政
府

自
既
党
は
暴
力
学
宅
集
団
を
泳
が
せ
、
大
学
自
治
破
壊
、
人
民
弾
圧
強
化
に
全

力
を
あ
げ
て
い
る
、
ま
た
、
暴
力
学
生
集
団
は
、
暴
力
に
よ
る
大
学
占
拠
、
大

学
破
壊
を
目
的
と
し
て
「
大
学
封
鎖
」
を
Ｔ
九
七
〇
年
ま
で
銃
け
、
こ
れ
を

「
工
場
占
拠
」
へ
拡
大
す
る
と
い
う
方
針
ｒ
明
ら
か
な
よ
う
Ｋ
、
大
学
を
足
場

Ｋ
労
働
運
価
ま
で
そ
の
挑
発
を
拡
大
し
、
全
員
加
脱
制
０
自
治
会
を
否
定
し
、

吸
玉
運
動
ど
学
生
一
価
を
混
乱
Ｋ
落
し
入
れ
よ
う
と
す
る
挑
発
破
壊
分
子
集
団

で
あ
る
ｏ
我
々
は
か
か
る
大
学
の
白
海
と
学
生
運
動
を
危
機
Ｋ
落
し
入
れ
よ
う

と
す
る
暴
力
学
生
集
団
０
挑
発
破
壊
策
動
を
許
さ
ず
、
，
学
内
か
ら
い
っ
き
い
の

⑤
　
大
学
０
痙
物
の
不
当
な
占
拠
や
封
鎖
を
や
ら
せ
次
い
よ
う
Ｋ
し
よ
う
。
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